

















































































































































































































































































































































































































































































































































	 「合衆国2012年のインターネット状況:	 Pinterestが前年比4000%成長,	 ecは
Amazonのほぼ独壇場」Techcrunch	 <http :// jp . techcrunch .com/
archives/20120614comscore-us-internet-report-yoy-pinterest-up-4000-
amazon-up-30-android-top-smartphone-more/>
(38)	 <http://readyfor.jp/>
(39)	 <http://camp-fire.jp/>
(40)	 <http://faavo.jp/>
(41)	 <http://www.social-lunch.jp/>
(42)	 <http://coffeemeeting.jp/>
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アメリカ児童図書館黎明期に子どもの文学普及に貢献
した人々（1）(1)
～アン・キャロル・ムア ①～
金　山　愛　子　　
はじめに
　子ども達に本当によい本は手渡されているのだろうか。書籍の出版は
年々減少しているとは言え、児童書だけでも日本では年間4000点以上の
新刊書が出版され、推定発行部数は2000万冊を超える。(2)	次から次へと新
しい本が出版されるなかで、子ども達にどのような本を手渡したらよいの
か書店で途方にくれるという声が少なくない。数ある本の中で何を選ぶ
か、そのしるべが必要なのである。そのようなしるべはこれまでも作られ
てきたし、今も作られているが、なかなか一般の人々の手に届かないのが
難点である。
　本稿ではよい本を子ども達に手渡すために働いた人々に注目する。世界
的に著名なヨーロッパ文学史家であるポール・アザール(Paul	Hazard)は
彼の児童文学論の中で、アメリカの負の部分を認めながらも、「アメリカ
は、よそ目にも感心するほど子どもを大切にする。若い国アメリカは、児
童教育に若々しい、不断の情熱を傾けている。子どもを守り、その精神を
養い、とびきり上等の糧を与えて、その好奇心を満たしてやるために、な
んという感嘆すべき努力を払っていることだろう！」と讃嘆の言葉を惜し
まない。(3)	さらに子どものための本の質、量の充実に注目し、アメリカ人
は「美しいものを愛する気持ちばかりでなく、美しいものに親しむ習慣を
若いころからつけようと努めている」とし、「子どものための図書館こそ
が、アメリカの創案にかかるものであり、アメリカ国民の人情の深さを知
らしめる発案なのである」と述べる。(4)	世界で初めて公共図書館内に児童
部門を設けたのは19世紀末のアメリカにおいてである。瀬田貞二も、「アメ
リカでいちばん尊敬に値する仕事のひとつは、児童図書館の組織とその活
動だと思います」と述べている。(5)
　現代の日本と同じように、数多くの児童書が出版される1900年代前半
のアメリカで、子ども達に本を読む楽しみを経験させたい、できるだけよ
い本を子ども達と出会わせたいとの理想を持って、児童図書館の発展に尽
力した人々がいた。子ども時代の読書の大切さと児童図書館の設置を広く
